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洗 濯 用 洗 剤 の 洗 浄 力 評 価K 関 す る 研 究- 脂 肪 酸・ た ん 白質i  t' れ に 対 す る

Ｉ硬 度 成 分 の 影 響 一　　　　　　 東 京 学 芸 大 教 育　 ○ 生 野 隋 美　 岩 崎 芳 枝

都 立 深 川 高　　 ゛竹 内 茂 子

的　 脂 肪 酸 を エ ー テ ル 抽 出し て 、 ガ ス タ ロ１ た は 液 タ ロ で 定 量 す る 方 法 で 、 硬 水 中 で

浄 性 を 評 価 す る と、 一 般 の 洗 浄 結 果 と 異 な!）ヽ 硬 度 が 高 い ほ ど 洗 浄 効 果 が 高い と の 結

得 ら れ た 。 こ れ ば 、 洗 浄 の 際 生 成し た 脂 肪 酸 カ ル シ ウ ム が 定 量 さ れ 々 い た め と 考 えヽ

残 留 す る カ ル シ ウ ム を 定 量 し 、 そ の 関 連 を 検 討 す る。 さ ら に、 た ん 白 質 よ ご れ に つ い

罵同 様 の 検 討 を 行い 、 そ れぞ れ の 硬 水 中 で の 洗 浄 力 評 価 に 関 す る 問 題 点 を 明 ら か に す る。

方 法　 汚 染 布 は 精 練し た 綿 布 （ig)    に 、 ミ>)   ス チ ン 酸、 パA' ミ チ ン 酸 、 ス テ ア リ ン 酸 各

k  mg ヽ　牛 血 清フ ル ブ ミ ン £ me を そ れ ぞ れ 単 独、 まit  A 混 合 し て 付 着し た。 洗 浄O.  .LAS 及 び

脂 肪 酸 石け ん を 用 い 、･硬度∂～22S  ppm、邨ﾀc で、。2∂分 洗 浄し た。　洗 浄後 、 布 に 残 留し て い る 脂

肪 酸 は エ ー テ ル 抽 出 後、 ガ ス タ ロ で、 ア ル ブ ミ ン は∂｡/N NaCH で 抽 出後 、 銅－Folln 法 で 定 量

し ヽ 洗 浄 効 率 を 算 出 し た。 さ ら に 布 に 残 留 し て い る カ ル シ ウ ム量 、 及 び 洗 浄 液 中 の カ ル シ

ウ ム 量 を 原 子 吸 光 法 で 定 量し 、 こ れ ら の 関 係 か ら 真 の 洗 浄 力 に つ い て 考 察 し た。

結 果　1･ 単 独 及 び 混 合I ご れ と 屯に 、 脂 肪 酸 は 硬 度 上 昇ヽ に 従い 洗 浄 力 は 上 昇 し 、T    ル ブ

ミソａ 低 下 し た。 2･ 洗 浄 後 の カ ル シ ウ ム量 は 、 脂 肪 酸 がT    ル ブ ミ ンI   !?、LAS    洗 浄 の 方 が

石 け ん よi) 多 い 。-i   た ヽ こ れ ら を 抽 出 し た 後 に 残 留 す る 量 は 脂 肪 酸 で は 洗 浄 布 と 変 ら ず 、

ア ル ブ ミy で は 減 少 し た。3.    各 種 硬 度 の 硬 水 中 にLAS 、 石 け ん を 溶 解 し 、 石 け ん か す を炉

過 し ■k. 液 中 の カA'    シ ウ ム 量 は 、LAS    c 方 が 多 い。　4.   以 上 の 結 果 よ!）ヽ 脂 肪 酸 を 硬 水 中 で 洗

浄 し 、 エ ー テ ル 抽 出 に よ る 定 量 法 で は 、 脂 肪 酸 カ ル シ ウ ム が 抽 出さ れカV ≫結 果、 み か け Ｏ

洗 浄 効 率 か 高 く*  る こ と が 確 かめ ら れ、 走 査 型 電･顕 の 観 察 と も- 致 し た 。
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旦妁　 洗剤I-  配合りK ている 蛍*. 増 自剤（TBA  ) が 洸 たくi--よっl  どの政 康擦 出?  れて

ぃ るi>-ヽ . まr-~下水処理場 て･どめ程 度の濠 羨 で検 出,？れ. 処 度,こkこっ て ど の超 淮 除 去でれて

いる *ヽ と.調 べ. 浪剤 配合 印/＼の縁 境へ<r, 琉 畝我 況 り

と も　a  -rン ランド'] 一店x- 扱%. してあ^   2-を の全 自動 洸 たく蕭（ 機 種B  おJ: ぴs ）£

痕 俐して洸たくt 行 な い，斎段 階ご い こ外 水 して試料 い た，jれ享郡 内3  T 暫 の 下水処理

場･こおい て潭水，処理 水h 株取 して試料 い た． いT" れもぴ奮 心']  不琲 性物噴ド 除 去 し

れ痕 ，高ま 表 伴ヽ クローマト グ ラフ-i 一(  膠 ムC )   lこり が 料 中の 即h  t 分有i  尺.   分鳶 用標

牛品 に,ま3 鐘 の即A け6A-;  ,  fh^-z ，戸βか3  ）を£ 軋し こn ら の水濯畿 をlμ 分 まで･

霧 ん むて欠it-もi~成物I  含 んだ庫 牛裁を鋼奪i  だ， なお命販・ 合武現剤/り

つ>A-t   ,    靫 勿J   政1   い  i PBA ｔ 片PL!iz  よ ’; み荊 した.

技l　10  癒 の浹冽l-'-7   い てfPA の配冶 今ヽ%  ヤタ?t  ■ ̂と， 防f^-/ り. 昨o%,  戸BA一2.: o.oμ

'/･ ,   印/＼-3 ； o,cs≫̂‰　Tit)'にz 堆 以よ,ら 陥 べを灸 心配 咎 したh, のμ 多おっr-.  洸剤c  と

使吊 して坑 たく 行な ，几結 果，peA  そ.H ぞれ･こ.つい1  i^ 異な$  ざ ，全 印A の辣 が

磯穆B 洗たく で･ぷμ%,  同β沈 μくで v-μ%,  排 出午iふそれ ぞれ 叫 ≫y.，μ.≫ % であ っ八．

-f水処 珠 今 に.琉 入t  ^ 原 水（it-F/K ，タ｜ 忿･･ ん下水 ）す の 陣り洙度･i- 四･ ～/2う り/ji  ,

処琢後蚊淡ﾉり ぺる水申やii S､チ～?,/ﾉ≪*//であった ．これ らの紡 果ヵヽ h~   下水処理一場 でヽ の

rβh の除 念,今 は助～ぶ∂沁琢友 で･あ ると廸 定で･K  る.   印A の玲 去 に考 与-^ i 奪回･礼 £化孚

反応 と油 性汚 涜 への吸為 て- あI)  こと.μ 明 らt>ヽ に与っ た.


